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この調査は，北海道総合閉廷の一環である，

地下資源開発のための基本調宜として，. it海

道に調査を委託し， )直立地下資源、調査所にお

いて，ヲミ抱したものである。

l昭和 38 年 3 月

北海道開発斤
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γ分の;]地質lT 礼文島(旭川-%2 ワおよび第 6 号〉

北海道、工地ド資源調査所

北海道技師 止h--;二、ゴア 尾拾

北海道嘱託 秋葉 刀

同 大 フ保 (呆

はしがき

日本の最北端の港，稚内港をさる西方 49km の日本海洋上に，丁度蝿が子を拡げたよう

な恰好で浮かんでいる島，これが礼丈島であるのその市は指呼の間に利尻富士を望み， jfi

立公岡地帯として利礼道立白然公園とよばれている。島は対向海流(暖流)の街路に当っ

ているので，気候は比較的制不 II で，夏季は 35~36ο を!設度とし，冬雫もー 10° をドることは，

ほとんどない。年間の最多風向は市 (35. 5~'?の，次多風向は西(14.9%)，次に北(12.8 ;:{)

となっている。風速は冬期には北寄りの風が強く，ことに，北東と北西の風が強いわ春か

ら夏にかけては南風が強いのしたがって，礼丈島の樹木は真由:ぐにのびているものはほと

んどないのすべて，海岸から山側の jj へ響曲して生育するわ降雨ー量は春に少なく，夏から

初秋にかけて多くなり， 9 月には 120ml を越す)~候は 11 月頃より険悪となり，晩冬か

ら中春にかけては好天気に 7E まれる~ 7 月は j丘北地 17 は一体に天候は長くないが，それで

も，オホーツク海沿岸地方より良好で 8 月 ~9 月は比較的良好である勺

礼文島の開発は文;政 4 年 12 月，倍、!I I 幕府が自民夷 j也を挙げて松前藩に委せるまでは，幕府

の直帖であって，天明 6 年，村山伝兵衛が幕府諸負人となると記録されているの明治 2 年

に北海道開拓使庁が設置され，明治 5 年には宗谷支庁の，また 6 年には増 b支庁の管;，倍と

なっているの明治 35 年に香深，船泊の 2 付が設置されているつその後，昭和 31 年両村が

合併して 1 島 1 村となり，昭和 34 年町制を随行して礼文町となった。

先住アイヌの穴居遺跡は島 l付いたる所にあるのとくに，久種湖畔には竪穴チャシ(城砦)

の跡が残され，土器・石器が発掘されているつまた島内には 300 種を上廻る高山植物があ

り，とくに桃岩 I;付近のものは，近文化財に指定されている。礼文島の北海岸，帽の左爪に

当る所にエンドヤという地名があるのこれは，銭屋五兵衛がロシヤとの密貿易の際の根拠
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地とした所で，銭犀五兵衛が江戸尾と号したところから，この地名が浅されたといわれて

いるの昭和 23 年 5 月 9 日には金環触の 11-1心地としてアメリカとの共同観測が行なわれ，キ

トウスには，その記念碑が建てられている。

*地質学上の調査で，まとまったものとしては， 1935 年に行なわれた佐藤文男の調査があ

るのこれによって，礼文島の層序と岩石の大綱が明らかにされたのこの報文において，礼

文島の基盤を構成する集塊岩，砂岩， ff岩，凝灰岩などよりなる岩層を記戴しその時代を

未詳it l生層としたっ

この中生層の時代が，その後問題となり，北海道のlド生!骨のうち，このような火山岩質

の堆積層に比較されるものがないことから，樺太島へトナイ世の竜ケ i頼層群に対比された

こともあるの羊

*'本jド<

を概企査牟して，それが空知層群に属する可能性の強いことを明らかにしたわその後，同じく

***筆者らのうち，秋葉および大森によって Crioceras らしいものが発見され， さらにもう 1

*本**

筒の泊イ i化石が Pulchellia らしいと松本注目 l: によ司て措定され，本!膏群のしめす地質時代

が空知統， しかも卜部内宝紀の七夕張階らしいことが確実 i生を市びてきた。

この i斗幅調査は，昭和 36 年の夏に行な η た p 調査に当っては，火 b文官の調査 i と岩石の鑑

定は秋葉が{Ii当 L ，全島の地質調丘は長尼と大森が m当し，全文のとりまとめは長尾が行

なった n なお，東京教育大学橋本疋教民は，干し文層鮮の調査に協力され，長尾とともに礼

丈層群中部の石灰岩から Stromatomorpha ， 5pongiomo ゆ加などの Hydrozoa や，その

他Inn 瑚化石を発見した c そのほか，当調査所小山内開・松ド勝秀の両技師には島中央部の

中生層調査の援flJJをうけ，北大河内晋平氏は火成岩調査に協力されたれまた，現地におい

ては，香深病院長堀江信吉博士から，長い間の収集化石，土器ラ石器などを快く公開して

いただいた。明記して，これらの諸氏には，漏甚な謝立を去する。

I 位置および交通

礼丈島は，わが国最北の島として知られ，北緯 45°20'， 東粍 141
0

の地点にあり，南北約

22km，東同の最大幅 6km，面積は 83km2 である(稚内濯の l耳方的 49km の日本海上に

キ 佐藤文男(1935) ・・…・北見国礼文鳥の地質および岩石 北大卒論 (M ・ S)

料 橋本 瓦 (1954) …・・・北海道中生界の堆賓と変形

*料 秋葉 力・大森 保(1959) ・・…・北海道礼文島からの Crioceras の発見とその意義

地質雑 65 巻 771 号

料料松本達郎よりの口答
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あって，その南の利尻島とは 8km を E巨てている。

海路は稚内一香深 (59 km) に定期航路があり， 6 月から 10 月までは毎日運航， 11 月か

ら 5 月までは隔日運航，所要時間は 3 時間であるのまた，稚内・船泊間にも年間隔日運航

の定期船があり，所要時間 3 時間 40 分であるのそのほか，小樽，香保問には毎月 5 回の定

期便があるの島内は南の知床ーから香深・内路・船泊をへて神崎まで，定期パスの運行があ

り， 4 月中旬より， 12 月中旬まで利用できる。このパスは，島の東側を海岸沿いに走って

いるわ西側は断崖絶壁で，その下に，わずかな海浜が点々とあるだけで，乗物の(更はない。

調査に際しては，丙海岸の抱古丹から出下して召国をへ，アナマ岩の北までは干潮，平日、

時には，何とか断崖の下を伝って行ける。しかし，そこからウエンナイまでは，絶壁の石

につかまり，崖をよじ量って，ょうやく歩くことができるていどであるのウエンナイ U、南

は猫岩の北まで，比較的楽に行けるが，その市から，知床丙方の住までは，山頂の道路を

とらねばならないの東海岸は道路もよく，川沿し、の道路もあるの島内横断の道路は赤岩一

召国，香保井一ウエンナイ，香深一元地の 3 ルートであるが，地形が比較的平坦であるの

と， III稜には，ほとんど樹木がないので，どこでも自由に歩くことができる。

II t也形

島内中央部の最高地点である礼文岳 (490m) を除けば，

南部および中部は大体 200~300m の山地が相連続し，東

側は海岸線に|匂って次諸に降下しているが，西側は 2、宇|す

る海蝕崖として，間 ri=長也墜をつくって海に臨んでいるつ

全島ほとんど平野らしし、ものはなく，北部の久種湖周辺

に低 J也が存在するが，湿地帯で農耕に通しないのこの久種

第 1 図西海岸地蔵岩附近の断壁 地層

は地蔵岩層
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第 2 図西海岸地蔵岩，ウ

エメナイ聞の礼文沌山腹

より急岸ーを飛曝となって

;毎時に落ちる。地層はウ

エンナイ下部民l



湖を含む北部地域は lQOm 内外の低平な丘陵地帯で，中央部および南部とは様相を異にし

ているのこれは南部および中部が，礼文層群のh更し、岩相や第三紀の集塊岩層やこれを貫ぬ

く安山岩類によって占められているのに反し，北部は，それより軟弱な第三紀の浜中層の

頁岩層が分布しているからであろう。

{II]川も，この地形的な特徴に支配されて，北と東海岸に lら!って流れるものは，比較的流

路が長いが，西海岸に向って流れるものは，流路がN く，海岸の断崖から急課となって，

海向ーに落下する。北流するオソナイ川とオオサワ川は浜中立岩層の間を蛇行して流れ， )'1

の流路に沿って，この烏としては比較的広い沖積氾濫原をも司ている。この品唯一の湖で

ある久種湖は，オソナイ川が海に注ぐ附 jj で，砂によって堰とめられた結果生じたもので

あるの

海岸線は単調であって，東海岸

には，わずかに，内路と香深に小

さな浅い入江があって，船付場 lこ

利用されている。西海岸にも，小

さな屈曲があり，南部の元地に小

さな船付場があるが，大部分は礼

文層群の分布地域で，海岸線はほ 第 3 図知床 III 甲の海蝕地形

とんど直線的である c 北部には闘の爪の間に大きな湾がある。この湾は軟かい浜中頁岩層

を中にして，両側に硬い，礼文層群と玄武岩の突出部がほぼ南北万向に走り，長い間に中

央部の軟かい頁岩部が削られて生じたもので，巨岩の分布範囲である浜中や久種湖附近の

海底は水深が浅いが，東西両突端部の船泊と江戸屋または(エンドヤ〕は，それぞれ礼文

層群と玄武岩の硬質岩の分布地域にあって船付場とな，ゥている。島の北部と南部には，第

四紀洪積世の海岸段丘がある。低いものは標 I言1O ~20m の所を金 l±l岬から内路まで，海

岸に沿って追跡することができる。高いのものは 40~60m 位のもので，金出岬附近と白

浜附近に，わずかにその残存物をみるにすぎないが，南部の知床附近には，かなり広い範

聞にわたって分布している。

III 地質

III 地質概説

礼文島は，その南わずか Skm をへだてる利尻島とは，構成する地層がまったく異なつ

いてる。この島の基盤を構成するものは，北海道の時代未詳中生層のーっとして，礼文層
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群と称せられたものであると礼文層群は令:層!手 2 ， 500m ほとんど火III砕屑、岩の要素の多い

堆積層で，かつては，その官相から樺太島のへトナイ世の竜ケ瀬)昔前:に対比されたことも

ある。礼文層群は土部より，次のようにわけられる。

礼文岳層 500m ト

ナイ

l付路屑 600m

アナマ層 400m

ウエンナイ上部層 400m

ウ L ンナイ下部層 400m

地球岩層 150m 十

これらの各層は島のほぼ中央部に高山し，一つの南北性の向科構造をとり，東翼の一部

は，北方に延びて，金田岬まで分布するの

東西両翼の傾斜は，ところによって，急傾，緩科するが，はぼ 30~40~ で，比較的おと

なしい，等傾斜構造をしめす。西翼部には，最下部層である地蔵岩層が露川するが，東翼

は上司;に近い内路層が，第三紀層の基盤官層として露出するのこの東翼部の内路層は，内

路・起登臼・香深井肝 j;Jiで頻繁に閃緑岩質扮岩の岩床，岩脈の貫入をうけている。

礼丈層群は，すでにのべたように，かつては，樺太のへトナイ世である竜ケ瀬層群に比

較されたものであるが，秋葉，大森の Crioceras らしいものの発見，および、他の 1 箇の菊

石が Pulchellia らしいことなどから，ほぽ Barremien 層準と考えられた。この菊石の産

出は，最下位層である地蔵岩層からであるが，今同の調査でも，ほぼそれと同時代と考え

て差支えない Hidrozoa や Coral を発見した。この Hydrozoa のうちの Spongiomorph α

と Stromatomor ρha は大体鳥巣種であ司て，産 111 層準はウエンナイ上部屑の石灰質凝灰岩

である。

さらに，その上位のアナマ層からは Zami ophyllum buccianum と思われる植物化石を

発見し，佑石， Hydrozoa ，植物化石と 3 者のしめす地質時代がほぼ一致したのであるのし

たがって，礼文層群が空知統の上部，主夕張階をしめし， 下部白望紀に属することは間違

L 、ないであろう。北海道における空知統のセ夕張階に，安山岩質あるいは扮岩質の火成活

動があったことは，すでに橋本豆によってしばしばのべられているが，この礼文層群のよ

うに全層 2 ， 500m を通じての厚い火山砕胃岩層は，ほかの地域ではまだみつかっていないっ

これらを不整合におおって新第三紀層が，島の|有部および北部に分布する。この第三紀

層のうち，かつては南に分布するものには緑色凝灰岩層を含み，これを道南のグリーン，

タフに対比し，北部に分布する第三紀層には緑色凝灰岩 3層を合んでいないので，これを，
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時代 層 序 模式柱状 岩質、その他

第沖積世 沖積層及ひ砂丘
h，: 主~ ," 砂。磯，粘土

四
J

来己 洪積世
f忌 f立 J三交正己石紫 ).; 曹.、.

石少 醒禦 ι

高位段丘蝶 O'G~';·U 砂 機、

清岡Wケ新
久種湖層 宝 .'v

浮石砂岩，集塊岩質円磯岩20m土
--"・d

中稚
j兵 中 層 zE三重; 硬質頁岩， ;尼岩.玄武岩類貫入

250m

内 メシクニ層

語J圏
用 新階 北部 南部 砂岩崎頁岩集塊岩.集塊岩質磯岩

一

磯岩 砂岩，磯岩

世ら
メシクニ岩相 香深岩相 200m 安山岩類貫入 250m

高己

方リ 冗一 」寸'也 層
灰緑色凝灰質砂岩.砂岩.頁岩

階
安山岩類貫入 200m

選
玉葱状集 t鬼岩.集塊岩質砂岩

礼文岳層
角磯質凝灰岩

T分岩貫入

上主 礼
500m 十

下
凝灰岩司角礁岩，玉葱、状集塊岩

内路層 ~4u必、Jvv屯vvK,,'"2vvvv2v令v手"て、v次、、>
粗粒玄武岩， J分岩貫入

音ド
立ロれ~ 600m

タ 文
(~‘ "Y""VV ..，V ..，vv"""v"'..,v v"';ν、..

凝灰質砂岩.ンルト岩.集塊岩司

白 空 アナマ層 寝言説会ぎを差角磯岩司 Zamiophy伽を産す

400m

張 層
6企 ~4;""· ‘ 6

、"・ I.V~v~~J '.ル角機質凝灰岩および集塊岩

Eι土E二 矢口
...''''~. ....‘. . ...

上部ウエンナイ層
Bryozoa.Coral.Hydrozoa

選重量山
を産す c 400m

高己
世 階 群

角行楽質凝灰岩崎集塊岩

下部ウエンナイ層 )6.・a 企O&6a0a0O044>0664込 硬質凝灰岩

s乍wそvJv.vAv.三~ν九MM%V2νJ%JももJ 400m

‘......:.'~一 集f史岩芦、凝灰岩.角礁質凝灰岩

地蔵岩層
'"A~... &10 4・ ，.. ...0 .~f.). "'b 粘板岩崎硬砂岩.

150rr廿

第 4 図地質柱状図

天北地域の第三紀層に対比し，島の南部は道南第三紀層の延長，島の北部は)(北型の第三

紀層で，中央部に分布する中性代層を隔てて，ここに，ひじように大きな堆積物の差異が

あるといわれたことがある。この南部の緑色凝灰岩が，はたして木当に，いわゆる“グリ

ーンタフ"に対比されるものかどうか，この点に大きな関心がもたれた。われわれは~
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の新第三紀層を次のように区分した(

上位より 浜中層 250m

メシクニ屑 200m(香深相は 300m)

元地層 200m

元地層はし、わゆる緑色凝灰宥層を挟むもので，この島のす I第三紀層の最トイウ:を占めるも

のであるの問題の緑色凝灰岩層は，実際は凝灰質の綱粒砂岩であって，緑色を呈するとは

いいながら，道南地域のグリーン・タフとは岩質は同様でないのまた，この地固からは，

元地間近から築別階を指示する介化イ iがでているので，道 l有のd! 11{，在統のグリーン・タフと

は層準的にも異なってくるであろう内

また，この上位にくるものと思われるメシクニ層は，いわゆる峠下層 T苧と思われる介化

石を産するので，この間に不整合を考えなければならなし~メシクニ層は，一忌地層と J妾す

る島の南部区域では，集塊宕質であって，これを香深岩相といい，北部のメシクニ層と同

屑準と考え，ともに l峠下層準，すなわち，いわゆる稚内層の基底岩層としたのただし，北

部では ， JL:地層は分布しておらず，メシクニ層は直接，白星紀層を不性合におおい，傑岩

を基底とする砂宥， }'J:岩および凝灰質泥岩の互層であるのメシクニ層の上位は，整合漸移

して浜中層に移るつこの関係は，北部南部ともに同じように，上下両岩層の互層部を扶ん

で移りかわる。

浜中層は稚内塑の頁若層であって， I干i部で・は，失 11床附近にせまい分イ Ii をしめすが，北部

では，久種湖・浜 lド・江戸開方面に広い分:T ji を占めるつ

久種湖)曽は，北部の久種:湖西岸にわずかに分布する凝灰質砂岩，保石質砂岩よりなる軟

かし、地層で，浜中層を買ぬく i玄武芋;-をおおい，浜中層とは不整合関係にあるの

海岸段丘は 40~60m のものと1O ~20 mのものと 2 段ある円高(立のものは，北部ではほ

とんど削り取られ，わず、かに，その残骸がみられるだけであるが， rNi4:f~ で、は奮部・知床に

かなり広い台地を占めて分布し，それと同じ高さのものが香深附近に少しみられる。低位

のものは，北部の金田 III甲から東海岸に行トラて|付路まで，連続的に分布するが，それ i式市に

はみられないハ北部の海浜には，所々 に砂丘がみられるのこの砂丘のうち，浜中から鉄 iH ，

同上泊への道路には海抜 50m {立の所に，この砂丘の一百 f~ が存在する。

*その fもこの化石を措定された京京教育大学管野三郎助長から，この化イ i も決定的に

Ii;ド下層準を指示するものとは断定できない旨の私信があったつしかし， ・ J'と、この層準

を元地のものより上位の層準と考えて，第三紀憎の属片J を組立てた。後 H ， この jM屑

準がはじものと判明した際には後述するように層序訂正の必安があるの
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沖積層は，現在の海浜{i少と河川の氾市堆積物で分布は狭小である。

火成 iうとして，最も if日、ものは，干し文層群の|付路!吾を貫ぬく閃結岩質扮岩で，岩脈およ

びJ{1"l，本状に点海J-~ ~:の iベ路一呑深井間に頻繁に露出しているとこれと同じようにして，粗粒

玄武むが久柿湖東洋の [JJ路肩をぬき，第三紀のメシクニ層基底醗岩におおわれている。第

二紀伊j を ITぬくものとしては，南部では￡地層を fTぬく扮岩の岩株があり， j::Jt宕として観

光名所となっているのそのほか，元地層およびメシクニ層香深岩相を買ぬく複輝行支山

れ，香凶行村 iの集 l鬼 7J，砂Ff，喋岩の互!吾を Hぬく安山宕岩脈がある。北部ではメシクニ

)誌を iTぬく，砲iイ i交 II !'tit，メシクニ層および浜中層を貫ぬく A 型玄武岩・ B 明玄武岩が

あるの A 型!玄式店は見事な柱状節理がみられ， スコトン岬沖の海馬島を構成し，浜中層の

硬質百円を捕獲している

III.2 地質各説

III.2.1 礼文層群

十L え;周群という名 j柄、は， 1935 年佐藤文男が時代未詳中生居としたものに対して， 1961 守て

*長尾が使用した名称である r 礼文品の基略行として向のIII央部に露出し，その骨格を形成

する。 J誌の中央部をほぼ市北の軸をもっ 1 向科構造をとり， Ih北両側は，第三紀屑によっ

て，不整 fTにおおわれる(

上位より，礼文民府 ， IJ~g各国，アナマ屑， ウエンナイ上部同， ウエンナイ卜宇部屑，地蔵

岩層の 6 同にわかれる。このうち，礼文岳層と内路)曽とは宕相的にほとんど差異はなく，

礼文民層は I)~路間の上部岩村!としても差支えないものであるハウエンナイ屑を L 下にわ

けた理LLI は， 1 ，l;JWiに共通的な火山砕同岩間のうち， 上部層の穆結物が干i灰質で，その部分

に Hydrozoa ， Coral などの化石がはいっているのをもって I;{分としたハ礼文:層群の~層

厚は約 2 ， 500 m と堆定される。

III.2.1.1 地蔵岩層

礼文層群の足下位の地層で，南部丙海 j止の地蔵岩附:is:が標式 j也である c 南|技は，元地層

と WE )j 向の断層で接するため，下|浪は不明であるが 150m 以上の層厚をもっ。

陥褐色集 I鬼}!?-質凝灰岩，硬質緑色凝灰岩，角 l喋凝灰岩，時灰色料 i仮岩，硬質砂岩などの

火山砕屑右質の耳i:積右層の互層よりなる(火山砕屑岩は，安山右質ないしは，扮岩買であ

るの

地層の一般主 rtiJ は N60 心 W 内外，北方に 50~60C 傾斜するが，断層のため，走向・傾斜

*長尾捨ー(1961) 北海道白望系並びに未詳中生界の総括 CM.S)
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第 5 図地蔵岩層 Crioceras (大森採集)

に変化があり，ある場合にはj主転している

ものもある。元J也の北側の沢では，いわゆ

る， Iホネ石」とかわらない珪質の民白色凝

灰岩層も，この中に介まれている。この沢

の上流地域で，ウエンナイ下部層と移りか

わるが，その関係は整合的であるわ

地蔵岩海岸沿いの断面では，ウエンナイ

下部層の集塊岩質角球岩と N70W 方向の

断層で寂しており，この部分が，干し文層群

全体として，一番もめている。南方，元地層との断層は，かなり大きな擾乱帯をもち，そ

の方向は N70~80 E，である。この断層の延長と思われるものが，東海岸の香深と香深井

の中間地点に延び，礼文層群の南限を区切っているヶ

*地蔵岩層から発見された化石は，すでにのべたように，秋葉，大森の両名によって Crio・

ceras? として発表され， さらにもう 1 箇の化石は，松本達郎によって Pulchellia ?とされ

たハこれらは，いずれも Barremien 層準であって，礼文層群の地質時代を明らかにした

最初の化石であるハこの地層中で菊石を産した岩石は，外観緑色砂質の岩石で，一見輝緑

i堤氏岩ともみられるが，鏡ドでは，石英〉斜長石が，角l環状，径 O.05~O.1 mm の結品と

して散在し，原鉱物が輝石と思われ現在ではすべて録泥石によって置換されている角磯状

結品も存在するハ これら円磨された様子がないのが特徴である。 このような角喋状鉱物

は，全体の%を占めるのこのほか，やや円みを帯びた径 O.05mm の緑泥石化した鉱物と，

長径 O.05mm の短冊状科長イ{が点在し，基質は，緑j尼行質物質および炭酸塩鉱物によって

占められている e

以上のような観察から，安山岩質凝灰岩あるし、はこれを原岩とする砂岩と考えられるが，

本岩を宍在する地層の岩質から，本岩を凝灰岩質砂岩としたぞ

III.2.1.2 ウエンナイ下部層

地蔵岩層の上に整合的に重なる火山砕屑質の堆積層で，約 400m の層厚をも「ている。

地蔵岩から北方，ウエンナイに向って，海岸沿v、に露出し，一部は元地の北の沢の土流に

露出する。暗褐色あるいは暗緑色の角棟質集塊岩，集I鬼岩質凝灰岩，これに緑色の硬質凝

灰岩を挟んだものの互胃で，下位の地蔵岩層に比較して，火山砕屑岩の要素はさらに優勢

ネ (3) に同じ
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である。走向 N 1O~50° W，傾斜 NE50~70勺上方ウエンナイ上部層と整合する D

III.2.1.3 ウヱンナイ上部層

ウエンナイ下部層とは，岩相的にほとんど同様である。違っている重要な点は，角喋質

凝灰岩，集塊岩質凝灰岩などの穆結物が，ひじように石灰質で，場合によっては，まった

く石灰岩とかわらない所もある。今回の調査で，この石灰質の穆結物中に Hydrozoa や珊

瑚などの化石を定見したη この ri灰質部は礁として混入したものではなく，謬結物である

ことは明瞭に判定できるの

*化石の種類は次のとうりであるつ

Hydrozoa

Stromatomorp 加 rebunensis HASHIMOTO& NAGAO (M.S)

sρongiomo~ ρha asiaticaYABE& SUGIYAMA

〕而瑚

Poly ρhylloceris? sp. (dr. iwatensisE::;UCHI)

Thamnasteria sp. (a , bandc)

Stylina sp.

Placocoeni αsp. (aandb)

Latomeandra? sp.

Coralgen. etsp. indet.

蘇虫類

Bり1020a? gen. etsp. indet.

藻類、

Lithocodium sp.

Spongiomor ρha asiatica は鳥巣石灰岩から報告されており ， StromatD1norpharzbunen ・

sis は新種であるが，これに近い Stromatomorpha Yokoy a1 仰ai は日じく鳥巣産である。白

*木

豆紀 J脅からは江口元起が 1948 年に Spongiomo~ ρrha miyakoense EGUCHI を報告してし、

るのこれは官古の Orbitolina の砂岩層に発見されたもので，まず Aptian と考えられる勺

このようなことから，このウエンナイ上部層南の化石の指示する時代は，地蔵右層の化石

*これらの化石については，昭和 38 年発行の地ド資源調査報告に烹京教育大学橋本亘氏

と共同で発表する予定である。

料江口元起(1948) A new StromatomorphafromtheOrbitolinasandstone of

IwatePref, anditsSignificanceinJapan. JourPalaeont. XXII(3)
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おわれる(

走向は N 10)~15 勺 W で東に 30~60° 傾

斜するが，地極右北方の沢の上流で，ウエ

ンナイ下部層の上にくる部分は，小断層の

ため，走向・傾斜をかなり乱されている。

全層亭 400m 内外である。

第 6 図 ウエンナイから見たウエンナイ

上部居，山頂の一部は上位のアナマ層

に入る III.2.1.4 アナマ層

ウエンナイ上部屑とは，整合関係で緑灰色の凝 11( 質砂有，シルト岩および頁岩の立;層に

はじまり，緑色角喋凝灰岩，硬質頁岩，集 J鬼岩質凝灰岩などの互層を主体とする岩層であ

るのウエンナイ上部および下部

層にくらべて，岩回全体の色合

いが，緑色を J77f びている。

筆者らは，アナマ岩北厄の突

端部の結色の硬貨砂岩と暗禄青

色の頁岩の立;層部から附|寸 7 の

ような植物化石の印象を発見し

たのこの形はフ日本では Weal-

den 種として知られている Za- 第 7 図 アナマ岩北方の断崖突端部で発見した植物

miophyllumbuccianum DKR. 化石 Zσmioρhyllum buccianum と思われるもの

のしめす Barremien と矛盾するものでないことがわかる c

このウエンナイ f二部層は，アナマ岩附遅

まで連続し，そこで，凝灰質の砂官，頁岩

の互層よりはじまるアナマ層に整合的にお

にひじようによくにているが，印象がやや不鮮明なので，はっきりと同定はできない。頂

部の葉が，上方に i白トフて巻土っているのは，この葉が先端部に近い部分と考えられる。こ

の植物化石の発足は，北海道では空知統の中の最初の発見である。

地岐岩層の Barremien のアンモナイト，ウエンナイ上部層中の Bryzoa ，そして，ア

ナマ層の中生代植物 fヒィj，と 3 つがみられることは， f部白望紀，空全日統の上部である主

夕張階であろうということを指示すると考えられる c

アナマ層は化石の産出層曜をほぼ中央部として，上部になるにしたがって，次第に軟か

い，黄緑色凝灰岩と角喋凝灰岩が増加し，ほとんど，第三紀層の岩層かと見間遭う位であ
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る c ことにメシクニの海岸に第三紀層の基盤としてみられるものはこの感じが強It '0 走向

は N 20ー W~N 20ー E，傾斜は東 50~30J ， 全層厚は 400m 内外である。

III.2.1.5 内路層

礼文層群の向斜軸をはさん

で，その東買にはじめて姿をあ

らわすのが，この内路!吾であるこ

東翼では，北端金田 ill 甲より香深

井まで，海岸線にそって，ほと

んど， I司じ層準が露出するハ西

翼は，オオサワ川の主流地域に，

南北性の走向をもって，アナマ 第 8 図西上泊北方苗畑附近です 粗粒玄武岩とこ

層上に整合的に重なる。宕層は れを不格合に被うメシクニ層の礁岩

主として時緑色あるいは暗褐色の凝灰

岩，集塊岩，角棟岩などで，とくに集塊

岩の玉葱状構造がし、ちじるしく，内路層

の特徴となっているわ

東翼の北方弁財泊，金田 iii 中から高山，

上泊にかけては，玉葱状集塊岩を主とす

る，角喋岩，凝灰岩などで，上泊の西方，

小学校近くの道路ぞいに，内路層を不整 第 9 図上泊附近 内路国角疎質凝灰岩層

合におおうメシクニ層の基底操岩

がみられる。久種湖の東岸前七回附

近で内路層を貫ぬいている粗粒玄

武岩が，第三紀の基底喋岩に不整

合におおわれている。この粗粒土;

武岩は，船泊北方にもみられる。

さらに，東海岸の内路，香深井

聞には NS-N 20E 方向の閃緑岩

質扮岩が沢山貫入しているのある
第 10 図 起畳日，香深井間 内路層を貫ぬく閃緑

ものは岩床，あるものは岩 1眠状を 岩賀市岩

なして，ほとんど，この間に密集している。香深井川の流域にそって，第三紀の元地層の
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j志盤岩として露出する内路同は，刊一散のある一 k悲状集塊宕に角瞭凝灰~~をはさんでいる。

奥の二股近くのものは I}!J貨に属する断);的な函111 であるが， 11111 に近い力は It吋Fjの東翼，

ものであろう。全屑厚は 600m 内外と推定される p

礼文岳層III.2.1.6

I}~~各国の上位に重なるもので， J悼!手は 500m l:tLの!κ伺色あるいはIlr1'f}~色の火山保同it:'i

岩層である勺内路!時とは E要部分の f':f 1日差はほとんどないc しいていえば後述するように

内路層は扮岩質であり礼文岳)首は安山岩質であるわ II，]じような王念、状構造をもった集塊む

さらに|付路川中流，および内路一干し丈岳ルートの途中にがあり，角磯良一の凝灰岩があり，

は閃緑岩質玲岩の岩I~f(もみられる。

ただし，この礼丈!日語には灰同色の砂!占屑がはさまれてくるので，いちおう内路層の k

部層として区分した。

品の中央官I; ， I句斜構造の中核をなして語il\ するの干し文岳， t勾路川上流，キトウス川上流

のものは，向斜軸の西翼を占め，ナイロ川下流から，キトウス川下流にかけて分布するも

のは，その上位に点々と第三紀メシクニ)再の基底傑岩をのせて， I句料軸の東翼を占めるの

新第三紀層III.2.2

新第三紀屑は島の北部および市部に分布する c この南北両部の岩層が一致しないこと

は，すでにのべたとうりであるが， A- くからの問題もまた，そこに存在する。

*ここに，最初の層tt; を組立てた佐藤文男の柱状を掲げる。

南部地区

知床板状頁店層

尺戸ド14、ヨ

香深集堪岩塊

元地緑色凝灰岩層

上泊醗岩

未詳中生国

北部地区

浜中 1任状頁岩

鉄府砂岩・ fi 岩互層

メシクニ凝灰質緑色砂岩

上 j白礁岩

未許中生胃

I'!J部地区

沢一 中 !凶

メシクニ円(香深岩相)

地

文層

本図幅の筆者らの柱状は次の通りである c

間
同
居

北部地区

I~浜

回
一
一
群

フじ

ネL

群層

クシ

文

メ

礼
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筆者らの柱状に関する意見は，すでに地質概説の項でのべたが，ここでは，さらにくわ

しく i記載するの

fYi, ~tllllj地域の新第三紀の広底は，いずれも基底傑岩からはじまる(すなわち，北では

メシクニ層の主主底部には，中生)再を礁としてもつ牒岩層が船泊から上泊にかけて，また，

I:泊から Afr;‘までは，海岸線と、f!"行した r[j陵にそって，市北方向に連続する。

Iffで、は心地層の基底部は杏深井川にそって，中生層との境界附近に基底傑官がみられる。

この|山j陥iの』索引は，同じく III生層の I)~路肩を基盤としているために，岩相的にほとんどか

わらないハしかし，時有からl:のメシクニ胞の右相は ， J:R. 黄緑色凝灰質砂岩， IX白板状砂

干 r' 疑川町シノレト行などの IE層で， Lf\Lに J:R.. r!~l 色シルト右および massive な以内色泥岩が

あり，漸次， ill;ljl の fi更 y目白岩層と瓦!再移化していくハ市部地域の元地層の基!底喋官の上

は， {i少 1';- 1'(1' ;' の l( 同で，ここに植物化石の破片を合む屑準があるっその上に緑色の凝灰質

砂行併があり，次し、で， これら各!再の五!習がある A この結色の凝 )κ 質h歩行は，元地の海 ~'~i

ぞいにはかなりの!手さがあって，従来クリーンタフといわれたものであるぞ元地層の LUi

にはメシクニ FFj の存保宕相と名づけた集塊岩!首があるわこの集塊干;イ骨は i ，jく褐色粗杭 {ij;rL j-，

シノレトれ，や II索引をはさみ，あるいは水平移化し ， JcJ 也帽の関係は高 ttl 不良のため， [I白:慎

みることはできないわしかし，本氏部近くに時引)件があり，不整合の疑 L 、を rf~ 定すること

はできない)この集 J鬼宥!骨の I: 却は，失 II 床附 3Jiに発注する1h状 11 更 't~nt~· 層と IE J~ 移化す

る c この fiel~{hfL j- J'!"tfi，兵中)再と文、j比されるのーブj)l:J也!首とメシクニ N号の Ijlから，地質調

t

1t所松野久也技'f干のとった介化石を，東京教育大'干~庁町三f!I;助教授が鑑定，次のような名

があげられているわ

メシクニ j再(船 if'!神 Fi- 下) 元地層(小坂真)

1 GlycymerisvestitoidesNOMURA よ

2 Chlamys sp. ード

dつ Pαtl・広 op布ρeeten 門soふ 守1 _I-

4 P. sp.2 十

5 astreagravitesta YaK. 十

6 Serrijうes sp. 十

7 fiαρelion sp. .-l-

8 NeρtUilea oomuraiOTUKA ー」

9 N. sp. ード

この{ヒィ i組成をみると，;C地層は，あきらかに築Jj IJi活で，いわゆるグリータフンのしめ

*点京教育大 菅野助教授よりの忠信
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す地質時代のJJi I縫層(占月別)よりは古し、0-方，船泊の神社下はメシクニ層最下部の灰

緑色砂岩，頁岩の互層部で，その化石組成では決定的なことはし、えないが，峠ド層準，す

なわち稚内層の下部と考えても差支えないであろう。

メシクニ層と浜中の硬質岩層とは，明らかに整合的であり，また一方，香保の集塊岩層

と知床の硬質頁岩とも，整合関係にあることは明瞭である。

このような考え方から，忌地層は，この地域の第三紀層の最下位のものとして，築男Ij)晋

準に対比する c その上位には，おそらく不整合関係で，香深の集塊岩層がくる。この香深

の集塊岩層は，北部のメシクニ層と同じ層準のもので，メシクニ層の香深岩桐として，と

もに稚内層基底部を占めるのこの両者の t位には整合的に典型的な硬質頁岩，砂岩の互層

である浜中層があって，稚内硬質頁岩層に対比されるのしたがって，ここには増幌層準(古

丹別層準)の岩層を欠いている。

以上が，筆者らの礼文島第三紀層の層序組立てである。もし，メシクニ屑の化石群が元

地層の化石群と同じものとなったときには，礼丈島の新第三紀)留はすべて，築別層準とな

るの

第 12 図元地海岸沿いの灰緑色

砂質凝灰岩

第 11 図 元地海岸泊いの灰緑色砂質凝

灰岩層と断層で接する黒色灰岩

する。

モ炉 チ

III.2.2.1 元地層

元l也から猫宥にかけての海岸ぞいに，集塊宕を上にして露出し， 一部は香深 元地の道

路ぞいの水源池の沢に長・出する c この北の延長は礼え;層群を Fにし，香保岩十日を上位とし

て，香深井の南方の山地を占める。

また，呑深井川の流域には，礼文層群を不整合

におおい，Jtt;底!喋岩と結灰色砂質凝灰岩，砂岩日(

岩の互層よりなる元地層が，かなり広範囲に分布

- 15



元地海岸ぞいに分布するものは，この地層の標式的露出であって，厚い灰結色砂質凝灰

岩層と砂岩，:8:岩の互層からなっている。ところどころに集塊岩質の所もあり，走向 N 15ー

~20° E，傾斜 NW 25~30° であるが，小断層によって，逆傾斜をしめすものもある c 香深

より桃宥トンネルをへて，元地に下る峠の下に，灰白色の凝!氏質シルト岩があり，植物化

石の破片を含んでいる。その少し上には，すでに香保岩相の集塊岩が峠の近くまでおおっ

てきている。 このシルト岩の下 10m 位に当たる所に，かつて行炭を帰った坑道がある勺

長尾が昭和 26 年に調査したときには，灰緑色凝灰質砂岩と灰白色砂岩，頁岩の互層部があ

って，道路工事のため，坑口のあった場所は，石垣がつまれてみることはできなかったっ

役場に残されてあった石炭の標木からみて，おそらく，塊状の炭塊で連続性のないものと

判断したのこの層準は元地海岸の Jj( 緑色砂質凝 !κ 岩層の tにくるものと忠、われる。元地層

の北限で断層で礼文層群と接ーする辺の家の裏手が，すでに記載した化石の産地であって，

長尾は H日和 26 年に同じ場所ーから Ps φ'haea sp. をえているのこの地域で，上位の香保集

塊岩層との関係をはっきり観察できる所はなく，その分布上から不整合を推定した。これ

は桃岩附近の集塊岩層は東傾斜で，その下の元地層が西傾斜であることから推定したので

あるが，この関係については，明らかな判断をドすことはできない。香深から元地に向う

道路傍の水源池の沢にも，集塊岩の下に緑色砂質凝灰岩があって，心地層は N20ー WjSW

30° をしめすが，集塊岩との直接関係はみられないのその北方に集 l鬼宕層を上にし，礼文

層群を下にしてみられる元地層は，わずかな断片的な露出から，その分布を推定したもの

で，両者の直拡関係は不明であるの

香深井川の流域に，支流のかなり奥深い所まで元地層の某氏部に近い岩層が分布してい

る。

第 13 図 香深井川中流元地層基底部に近

い灰緑色凝灰質砂岩

)ii盤は礼文層群のアナマ層， I)~~各層，

および礼文岳層で分布している j亡地層の

大部分は基底陳岩とその上にのる凝灰白

砂岩(緑色)，砂岩，}T岩の互層で、ある《

元J也胃の走 lらj傾斜は，各所でまちまちで

あり，喋岩の乱取積が，かなりいちじる

しいことから，堆積時にも変動がつづい

ていたものと推定される勺層厚 200m 内

外である。
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第 14 図 桃岩附近元地層とメシクニ層(香深岩相)

(a) 桃岩 (b) 元地層 (c) 香保集塊岩

第 15 図 区上 i(1 メシクニ層下部，礁岩と五唐す

る灰緑色凝灰質砂岩，頁岩田400
E，傾斜 NW20~25C から N

III.2.2.2 メシクニ層

メシクニ層は北部に分布するメシクニ岩層と南部に分布する香深岩相とにわかれるの南

部で、は，元地層を不整合におおうものと推定されるが，北部では礼丈層群と直接に不整合

関係で接する。

[aJ メシクニ層(標準層〉

礼文島北部地域の礼文層群を不整合におおい， 1I 白]斜， 1 背斜(半ドーム構造)をなして

分布するの基底陳宥は東側に厚く発達するが，西側ではわずかな細棟砂岩Aがこれに代る行

東側の顕著な傑宕は，上泊から臨hr'1への道路にそってよく露出しその序さは，少なくと

も 20m を越える。械は|て位の内路層の円礁で大小さまざまあり，大きいものは人頭大の

ものもあるう色はit音褐色あるいは

暗緑色で， ド(立の|付路)冒とは外観

的に|正日Ijしにくいっこのι氏部の

1諜岩，際質砂岩の LL層部の ~L 快

は， )疑1*質 f(岩，砂岩OJ互!首，板

状相粒砂岩，細碑j砂岩などのTf.)再

で， 17<く k~y 色， 1*抱色，あるいは黄

褐色を呈しているの

これらの各層の走|白jは N200~
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第 16 図 西上泊メシクニ国の磯岩層
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700~80° W の走向で，市に 10°--.­

30° 傾斜するものなどがある。 l

泊から船泊の道路ぞいは，基底部

に近い層準が反覆露出しており，

ところどころに基盤の内路層をの

ぞかせている。船泊の神社下の灰

緑色の massive 泥岩層，砂岩層か

ら，すでに記載したの

Glycymeris vestitoides NOM.

がえられたのであるが，この)普準も某底部に近い層準であるヶこの化石は，すでに記した

通りであって， Iiを代を決定づける種頬ではなく，かなり地質時代の広いものばかりである。

しかしながら，現在，このメシクニ層の上位に整合する硬質頁岩層を稚内層の硬質頁岩と

対比するとき，このメシクニ層を和内層の某!底部すなわち，弘 J明方面の l峠ドの層準にもっ

てゆくのに支障のあるような化イ i種ではない n

現在筆者らは，このメシクニ層を元地層より上の層準のものと考え，市部地域の香深の

集塊岩十目と同一層準に l官:し、た。他 H このメシクニ層の化行中元地層のものと同様に築別層

準を指示するものが発見された場合とは，われわれの層序は改定されねばならないの

筆者らが，メシクニ層と心地層とを異った層準のものとした理由は，次の通りであるの

(イ) メシクニ有 1ι 香深岩相の両者がフその I二位に整合する硬質頁岩層({~中層)とま

ったく同様な関係で接すること~ (同 バシクニ層と元 j也層との化石要素が同じでないと

思われること( 付 硬質:u:岩層である浜 Ijl層を，南北両地域で同じ層準にならべると，

元地層とメシクニ層を同一層 it とするには，かなり無用な層序を考えねばならないハ

さて，上泊，船泊方面のメシクニ屑は上 }-j 次請に!長内色シルト岩層を増し，さらに上部

では，これに硬質頁岩層を介在し，っし、に浜中層に漸移する

IfJ央部オオサワ川流域のメシクニ層は，露出が充分でないので，くわしい柱状をとるこ

とはできないη ただ，基底瞭岩層とそのとにくる砂岩，五岩の互層が断)f 的にみられるの

丙海岸のメシクニ屑は比較的露出もよく，最下部から最と部まで観察することができる。

最下部はメシクニ附近を標準露出地とするもので，アナマ，内路の而層の上を不整合にお
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おっっているの ド部は灰緑色の凝灰質粗粒砂岩で本!丘傑計

部は東部ほど厚くないc 時岩はH古緑褐色で分椛度は思い付

礁の大きさは 3~5cm のものが大多数で，凝灰質の相粒砂

で比較的ゆるく隈結されている。メシクニから北方に向っ

て西上泊，テップの海岸にそって，安山岩および止、武官に，

貫入あるいはおおわれて，漸次と部層を露出している n

テップ附近の最上部層は，灰緑色凝灰質砂岩層が主体

で，これに板状の砂岩， J'f岩の互層をはさむ。この凝灰質

砂岩は植物化石の破片3や二枚貝の化石の破片を保有してい

る。

走向は N 200~300E で北方に 20
0

内外傾斜し，最上部は

硬質頁岩層と互層して，浜中層に移過するのこの地層の厚

さは約 200m と推定されるの

第 18 図

第 17 図西上泊海岸玄

武岩に被層されるメシ

クニ標準層

(bJ メシクニ層(香深岩栢)

南部地域，すなわち，津軽，尺忍，差閉，知床方面に分布するメシクニ層相当層は香深

岩相とよばれる集塊岩，集塊岩質礁岩，勘右などの互層からなり，下位の元地層と(!)間は

不整合関係と推定される勺と{立は硬質頁岩層と整合漸移し，岩+目的には北部のメンクニ)冒

とにているところはないが，いちおうその層準に対比した。この香保岩相は，津軽および

尺忍方面では集塊岩が圧倒的に優勢であるが，それから南の知床方面から西海岸にかけて

は，喋岩，喋質砂岩が優勢になってくる。

香深岩相全体の構造としては， N100~200E 方向の軸をもっ一つの向斜構造が考えられ
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し、る。

るが，この下位の元地層は，西傾斜であるので，ここに，不整合を暗示する事実も存在す

るわけである c

津軽町方面の香保岩相は，暗褐色の安山宕質集塊岩を主体とするもので，多孔質の安山

岩塊をブロックとして合んでいる。この安山岩の空隙にJ.，:髄が充i買しているものもある。

走向は N40 ご ~600W，傾斜 NW40コ内外で、時に灰白色の軟質凝灰岩層をはさんでいる。

香深市街地附近では，集塊岩層は灰褐色凝灰質砂岩および頁岩と互層し，定向 N50 コW，

傾斜自に 30~40ニをしめすわ香深南方では，傾斜が一部逆になって，北んに 10~ 内外傾斜

するところもあるが，大体尺忍の向斜軸の丙翼部が露

出し，ここでは集塊岩に凝灰質砂岩，時岩をはさんで

第 20 図香深南方メシクニ

第 19 図呑深南方 メシクニ回(香深岩相)の集塊岩 層(香深岩相)の集塊岩

尺忍;吋jEで，硬貨頁岩層を上とし，向斜帖の東翼を占めるものは，主として，灰緑色あ

るいは民褐色の(凝んて質砂宕)および，集塊岩，峨岩の白;層で，差閉港の海底には，かな

りいちじるしい礁岩部がみとめられる m フンベ部落附近では集J鬼岩の中の安山岩塊が，実

事な車社i構造を呈するものも存在する(

フンベ部落から，烏の|有1~ri を問に廻ると向車 i軸の西翼部が露出するの知床方面のものは，

集l鬼岩， ~~~岩，凝灰質砂岩，開質砂岩よりなり，集塊岩間;は少なくなり，喋岩および砂岩

部を増加するハ

矢口l~の III甲昨l 近ではますます砂岩部が増加し，島一の西海岸に廻れば NS あるいは N100E の

走向をもって，砂岩ラ燥岩の県層が，わずかな集塊宕をはさんで東に1O~30つ傾斜してい

る。この西海岸を北に 1らo ~.Jて行けは、，ふたたび集塊岩が増加し，桃岩附近では，ほとんど

集i鬼青ばかりの累屑となっているヶこの地層と，そのげ立を占める硬質頁岩層との関係は，

知床・凡忍|討近でよく観察することができるが，北部のメシグニ層と硬貨頁岩層との関係
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第 22 図 知床附近の集塊岩と砂岩の重なり

とまったく同様であって，互層部から津)j次硬貨巨岩層に移

りかわるもので，完全な整合関係であるむこの岩層の厚さ

は約 250m である c

第 21 図知床附近の集塊

岩と砂岩
III.2.2.3 浜中層

メシクニ層を整合的におおう硬質頁岩層を主体とするも

ので，岩相から天北地域の稚内層主部に対比されるの礼文島の第三紀層で、令品に常遍的に

同一岩桐で分布するのは，この浜中層からであって，それ以前の元地層は l有一部に分布する

が，北部には分布しなし、。またメシクニ層は，南北両地域で岩相的に異った ~1~ 積相をしめ

してし、る。

浜中層は北部で，オオサワ川，浜中，オソナイ川

一帯に広く分布し，オソナイ川流域では， 1 向科構

造を，またオオサワ川流域では半ドーム構造がみと

められる。下位のメシクニ標準層とは硬質頁岩と砂

岩， 'i尼岩の互層部をへだてて整合する。標式地であ

る浜中附近では ， i享さ 2m 位の喋質砂岩をはさみ，

また珪質自:宕の団塊が帯状にはさまれているむ江戸

屋海上手一帯ではよ武岩に貫入されて，珪化したとこ

ろもあり，一部は玄武岩中に捕獲されて残存するも

のもある。

鉄!有から飽古月にかけての海岸ぞいは， N50o~

70 コ W の走向で，北に 25~30° 傾斜する浜中層が露

出する。硬質頁岩とシルト岩，砂岩の互層でA型玄 第 23 図 オオサワ川上流，浜中

武岩にぬかれている接触部は，変質をうけて珪化し 層中の硬質瓦岩層の崖
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ている。スコトン岬の北方海Ijlの海馬島は，全IDA

型玄武岩で構成されるが，その中に，ところどころ

硬質頁岩を捕獲しているの木島の南部における浜II'

層の露出地は，差閉を II，心として凡忍，知床に細長

くのびる一つの向科構造としてあらわれるのこの内

斜構造に向斜地にそった 1 断層で接|析され， N20ー

E 方向にのび，下位のメンクニ層の集 i鬼岩とは互層

漸移するの全層厚 250m 内外である勺

III.2.3 新第三紀一第四紀層

III.2.3.1 久種湖層

島の北部，久種湖の西岸に分布する地層で，浜中
第 24 図 オソナイ川上流，浜中

層の硬質頁岩，珪質岩間塊が見 !再および浜中層をぬく玄武岩を不整合におおってい

られる るつド部は集塊岩質の瞭質砂岩で，色は晴褐色，粗

粒で，比較的軟かい。上部は潟色の合 i手イ j質砂岩，凝灰質砂岩で，大体水平で、あるが，場

所によって傾斜面をしめすところもある η この堆漬物は，ここに分布しているだけで，島

の他のところでは，全然みることができなし、っこの相;積物の堆積した時期は，浜中層以後

であることは明らかであるが，それ以外は明らかでないゥかりに，第三紀より第四紀にか

けての堆積物としておく。

111.2.4 第四紀層

第四紀層は高低 2 段の洪積世段丘堆積物と，海岸砂 Ii: ，海浜{沙および現 inJ 川の¥l:!.;監原堆

積物である沖積層からなり立っているつ

111.2.4.1 洪積層

島の東海岸には海岸線にそって，海岸段丘がみとめられるつ高位段 Ii: は， ~毎抜 40~60m

位のところにあって，北部では弁財泊の東の高所と白浜市万の高所に，わずかな残存喋層

としてみとめられるにすぎないのしかし，この高さの喋層は，島の南部奮部と知床にかな

り広い範囲にわたって分布している。この段丘は北方断片的でわあるが香深附近にも存在

するつ低位段丘は海抜1O ~20m のところにあって，自の東海 fF ，弁財泊から金凶岬を廻

り，高山，上泊をへて，内路まで連続追跡ができる勺それに南は，断続的であるが起昔日

まで存在し，より以南にはみとめられない勺

これらの海岸段丘は，すべて東海岸にあって，同海岸には存在しないっまた島内の河川

の流域にも，河岸段丘らしいものはみとめられないの
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III.2.4.2 沖積層

北部のオソづイ川およびオオサワ川の流域には，かなり広 t 、氾 j監原があり， it札 {j少，粘

土などから構成されている〔また海岸ぞいには，せまい砂地がみられるが，このうち，船

出から浜中への海岸ぞいは砂浜が長く続いている。西海岸の鉄)付から飽 Ill" 丹への海浜も，

美事な {j少~~で、あるのこれらとは別(同に，砂丘がところどころにみとめられる《船山から浜

t1'への海浜には， 4{ 同の砂正が存在するり この砂丘は兵 Lわから鉄府への ;11 路卜.に，浜 tIl

層の硬質頁岩層の上にかなり広範開に乗ってくるものがあるハこの地点の高さは、海抜 50

m{ す令のところである。

111.2.5 火成岩類

III.2.5.1 閃緑岩質扮岩

この岩石は，主に東海岸にみられ，干し文層群中に宥脈あるいは宕!よをなして，ほぼ同一

方向に注入している〔分布状態から dyke swarm とみられる。 さらに精宜を (J なうなら

ば，より多くの分布が知られようの岩脈・岩床の方向性は地質凶にしめされているように，

明らかに地層の走向・傾斜に左右されているの

外観は，多桶にわたるが，一般に市緑色組粒の岩石であり，ときに細 f~l ，l'M(1 出なお体も存

在するの前者は微閃緑岩買で、あり， {走者は粗粒，玄武岩質であるが，これらは煩似の産状か

ら一括して扱ったの精度を高めた場合には，明らかに分離して記しなければならないと考

えられるの

鏡下におし、て， j可岩種は次のようである。

徴閃緑宇;質岩は，はぼ等粒の完品質岩であって， ;j t~t 長石~、角閃石〉普通輝石三·1- 1英からな

る。斜長石は白形ないし子f. t9 形，長径 Imm て

いどの長柱状結晶で， An57 タJ，累帯構造はほ

とんどなく，簡単な双品をなすの角問石は ['J 形

ないし半白形，長径 0.7mm ていどの長十七状結

晶で，青緑色~褐緑色の多色性をもっ緑色角閃
/¥

石で， CZ=23° ，付 2 V=76
CJ

を示す。輝石は

/¥

多く半白形， 0.3mm の柱状結品で， CZ=43 CJ ,

仔-) 2V=47つをしめし，ほとんど汚染されてい

る。石英は他形， if.0.3mm の結品で新鮮であ 第 25 図 閃緑岩質時岩の中，微閃緑岩

るの 質岩の顕微鏡写真 x 20 ，付ニコノレ

玄武特質岩体は，等イ i基質出状構造をもっ岩石で，斑品の科長石は長 i王 2~3mm An76
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-88;'~，累F肝構造はほとんどなく，複雑な双品

をなすF 基質は間粒構造をしめし，等量の科長

石・輝イ iからなり，科長石は長任 O.2mm の短

冊状市川-ll で， An76 ，'::を 7r~す C 輝石は律O.2mm

/¥

のあ'j;状rbJilliI で ， CZ=44~4T) ， (+)2V=48~54°

をしめす。-);ラス'flt'll;はほとんどなく，一部に

緑山イ i化fI:川をうけた某質が存在する。

III.2.5.2 粗粒玄武岩

この iiJ イ iは，久間NiH湖畔東側湖底および道路 第 26 図 閃緑岩質埼岩の中，玄武岩質

の切崩しに~t~Uj L，メシクニ隔の某氏疎岩にお 岩の顕微鏡写真 x20，付ニコル

おわれていることが観察されるのしたがって，噴出時期は，先新第三紀と推定されるだけ

であるわ

r;~眼的には， f府県色紙密であるが，なかに|倍百緑色を fi?びる部分があり，科長行・輝石

のHE占 llがみとめられる r

鈍下によると，構成鉱物は，科長石〉普通輝石・.栴色輝石'磁鉄鉱であって，これらに

よって，問粒構造一郎はオフィテック構造をなすr

{j~H乏イ iは(]形あるいは半白形，長任 O.5mm 以上の長柱状のものが多く， An55 ，%で，

簡単な双品をなしているわ一部は変化して緑泥石・カオリンとなっていると普通輝1-1は半

n形あるいは他If九任 O.3mm の結品もあるが，多くは粒状を旦 L ，士主主主状科長石間を占

める p この~*H'jは再生手なものは少なく，縁山イ J

にかわっているものが多いっ褐色輝石は普通陣

zーi とは異ぺて， f.ギ II一色が帯紫褐色であり，多色

性はしめさず，ぽ O.5~1 mm , CZ=44~46u ，

(+)2V=51) の光学性をしめすの この鉱物は一

般に新鮮で，科長干i とオフィテック構造をとるの

このように前己の詐通輝石と異っておりながら

普通蹄石とも額似の正予性をしめす。この鉱物

*は以前にヂタン輝イ i と推定されたこともある 第 27 図粗粒玄武岩の顕微鏡写真

が，ここでは普通輝行と区別して，単に褐色陣 x20，村ニコル

*斎藤忠夫(1946) ・・・・・・北見国礼文島北部の地質 北大理修論 (M.S)
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行とした(このほか基質には，磁鉄鉱がきわめて不況別な形をして，各鉱物問の間隙ある

いは包合物として存在するの

概していえば，この岩石は新魚、{なものであるが，一部結泥石・炭酸塩鉱物が 2 次的に生

成されていることがある。

III.2.5.3 輝石坊岩岩株

第 28 図輝石埼岩の顕微鏡写真

x20，付ニコノレ

この岩石は南部元地トンネノレI;付近に岩株状を

なし，一大奇観を呈しているわ l告さ 200m にお

よび，西は断崖となり，多数の柱状および板状

節理が発注して，皮殻状を呈し，とくに11'1心部

附近においては，板状節理がし、ちじるしく，玉

ねぎ状を呈して，表面から長I]理するわこの岩体

は，このような外形から通称“桃岩"とよばれ，

礼文;島観光の一大要素となっているの噴出時期

は明らかでないが，香深岩相を貫ぬし、て噴出し

ている，とみられるの礼文島内で、は，この種の

岩体をほかにみることができなし九

肉眼的には，種々の色合がしめされ，岩体の中央部および上部においては灰色で，下部

においてはi物色である。一般に徹密であるが，上部の灰色の部分では，多孔質のものが多

し、小

鏡下の観察によると，等イーi質斑状構造の岩石であって，斑品には科長石 v普通輝石があ

る戸斑品の判長石は，白形または半白形の結品であって，一般には径 0.5mm 以下の桔品

で， An75~93 0'; ， 復雑な XX品をなし，簡単な累帯構造をしめす。判長石の中には，普通

輝石・磁鉄鉱の包合物があり，斜長イ i白身はまれに炭酸塩鉱物にかわっている部分がある。

輝石は一般に半円形または他形をなし， if0.2mm の小品で，まれに白形をしめすものも
/¥

あり， C2=48" , (+)2V=51~56"，新鮮なものが多いの輝行は単独で存在することはまれ

で，かならず斜長行の斑品と共生している。

石基はかなり完品質であって，ピロタキシチックないしは粗両官構造をしめすが，長柱

状 An 40~59 りの科長イ iはほとんど石基をうめ，やや流状に配列する。その間を小粒の輝

石・磁鉄鉱およびガラス買物質が埋めている。この石基の構造は，桃岩を形成するこの岩

休の独特な特徴であるわ

III.2.5.4 複輝石安山岩
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この岩石は元地~香深間に，香深岩層の上部

に位置して分布する熔岩流である。産状として

まとまっているため，香深岩相と分離して熔岩

流としたわ

肉眼的には，暗!κ色倣寓であり， III.2.5.6 の

輝石安山岩と類似しているが，それよりも暗色，

結品質である。

鏡下の観察によると，斑品と ιi 札:とが，ほぼ

等量の斑状構造をもち，紫蘇輝石背通輝石安山 第 29 図複輝石安山岩の顕微鏡写

岩と呼ばれるべきものであるわ 真 x20 ，付ニコル

斑品には，斜長行;背通輝石〉紫蘇輝行がある。斜長石は律 O.3~O.5 mm で，まれに

緊斑品をなすが，多くは単独斑品で， An64~67 ;:b ， 累帯構造はし、ちじるしくないっ複雑

な双品をなし，局部的に結泥イ I .カオリンに置換されている。普通輝石は，まれに径 lmm

のものもあるが， 普通には O.3mm ていどの結品で， CZ=23° , (+)2V=50~52° をしめ

す。背通輝石は斜長石にくらべて，ほとんど変化をうけておらず，新鮮であるの紫蘇輝石

は，ほとんど結泥石化作用をうけ，長柱状の外形で推定するにとどまるつしたがって，も

しそれらが紫蘇輝石でないならば，後記の輝石安山岩と煩似した岩石である η

石基は，ハイアロピリティックないしはピロタキシイティック構造をとるの石基の斜長

石は，長径 O.lmm 以下で，比較的新鮮である。普通輝石は斑品と同様に，ひじように少

なく，粗粒の磁鉄鉱は，石基中に点在するのガラス質の部分には，禄泥石様鉱物が生成さ

れていることが多い。

III.2.5.5 安山岩岩脈

この岩ィ iは，富苦I;の海岸に現在のところ 3 ヵ所，すべて香深岩層を貫ぬいてあらわれて

いる行五IB両は小範囲であって，地層両にほとんど直角に近く貫入しているように観察さ

オl るわ

肉眼的には，一般に期色撤密のものが多く，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石の斑品がめだ

つ。

鏡下の観察によれば，等石基質斑状構造をしめし，合かんらん石複輝石安山岩とよばれ

るべき岩石であるの

斑晶には，斜長石二ー紫蘇輝石三'普通輝石(かんらん石〉がある。斑品の斜長石は，白

形または半白形で，大きいものでは径 3mm に達する結晶もあるが，一般には O.7mm て
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いどの白形柱状の斑品であって， An60 タム双品をなすものが多い。大部分の斜長石は，

2 次変化をうけており， 緑泥石化・カオリン化作用は，周辺部をリング状に残して，内部

で-行なわれているのが普通であるの紫蘇輝μは，白形柱状で lmmxO.5mm ていどの結

晶で，新鮮なものはなく，大部分変化をうけ，男開にそって緑泥石化作用が行なわれてい

る。普通輝イjは円形の柱状または半白形であって，大きなものは，径1.4mmx0.5mm で

/¥

あって， CZ=48。をしめし結泥石化作用をうけているけかんらん石は，まれにみられ，

径 3mm 仕の結品で2 次変化がし、ちじるしい小

石基は，科長干iの短冊状，長径0.2mm の結晶と紫蘇輝石・普通輝石・磁鉄鉱・ガラス

質物質によって，ハイアロピリティック構造をしめすc このほか，沸行・玉髄によって杏

仁状構造をしめすことは，この岩石の特徴であるc

III.2.5.6 輝石安山岩

メシクニ海牢附j庄の尾根に分布する転石によ

って，輝石安山は熔岩流として，メシク二回を

薄くおおって存在しているものと，推定される c

この岩石は，板状に破砕されており，風化が

し、ちじるしい。新鮮な部分では， r情緑色紙密で，

輝石のIx!品はめだたないf

鏡下の観察によると，斑品と行基とがほぼ守:

量の出状構造をもち，ややよ武岩質の普通怖{~. 第 30 図 輝石安山 14 の顕微鏡写

安山岩である p 真 x 20，付ニコル

出品には，斜長行 輝石がある〔科長石は，長柱状白形，長径 O.3mm の枯品で， An60

-80:: ，アルバイト立品がめだっ。普通輝五は新鮮な枯品はなく，一部を残し，すべてね l

iff:石化作用をうけて~、る c

石基は，微桐な短冊状科長石 (An 60-71 0;;) ・粒状普通輝ィ i ・カラス買物質・雌鉄鉱に

よ η て， YI長問構造ときにはハイアロピリティ、ゾク構造をしめし，比較的新鮮である。

III.2.5.7 A型玄武岩

この岩石は，北部西海岸の浜中・ Tffi上泊@スコトン地方に!よく分布する岩石であって，

浜中屑 ~llに岩床または岩脈をなす。礼文層群中，あるいは南部の新第二主紀!吾illには，分布

が生11 られていない「噴出時代は，浜中層耳f~積の後期と考えられる

肉眼的には，一般に期j色倣密なものであって，そのほか粗穏な岩休が浜中・スコトンの

岩床に見られる〔また，有体によっては，帯緑色をもっ部分もあり，科長石・輝石の白形
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結晶がみとめられる。

鏡下における観察によると，次項の B型玄武岩にくらべて斑状構造がし、ちじるしく，粗

緊な岩石は石基にくらべて斑品が多いの

斑品には，斜長石〉普通輝石があって，岩体によっては，少量の紫蘇輝石・石英がある。

昔1 品の斜長石は，臼形またはT白形の短柱状結品をなし大きいものは径 lmmx2mm に

達するものもあるが，一般には径 0.5~0.1 mm ていどのものであって， An53~54%，簡

単な累帯構造をなし，複雑な双品をしめす。斜長石の包含物としては，磁鉄鉱・輝石があ

るの斜長石の表而は，新鮮なものがなく，カオリン・絹雲母によって交代されているの普

通輝石は半白形または他形をなし径 3mm の大きなものもあるが，一般に径1.5mm て

いどであり，単独で斑品をなし， (+)2V=54" , CZ=46° をしめす。多くのものは緑泥石化

作用をうけている。紫蘇輝子iは，白浜附近の木岩に存在し，白形，径 0.5mm の結品であ

って，付 2V=68
D
，緑泥石化作用をうけていることが多い。本岩中には，石英の商品状結

品を含有していることがあり，不定形あるいは粒状で，径 lmm に達するものがあるのイ i

英は主に江戸屋附近にみられ， A型;玄武岩としても，上位に位置している岩休に存在する。

石基は，一般にJ質問構造をなし，一部には問粒構造をとるの細粒散密の岩石では，石基

の主体が，長径 0.3mm の短問状斜長石と径 O.lmm 以下の粒状輝石で垣間構造をとるつ

粗粒の岩{jでは，長径 0.5mm 以上の短冊状科長石 (An60~75 り)と径 O.2mm の汗通

輝石 (CZ=42° ， (+)2V=54つとによって，填間構造まれにオフイティック構造をとると

初生と思われる石英は，不定形に基質を占める場合が多い。磁鉄鉱は，一般に大型で，径

0.7mm の結晶が多量に石基中に分布する c 燐灰石は主|状の臼形結品をなして，まれにみ

とめられる。

第 31 図柄粒A型玄武岩の顕微鏡写H

x20，付ニコノレ
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第 33 図海馬島のA型玄武岩

III.2.5.8 8 型玄武岩

この岩イjは，主に北部にみられるの A型玄武岩のように，まとまった大量の噴 1 1\をせず，

外観も， A主!とはやや異っている岩体に対して，一括して名付けた。 産地は，召|玉!の海岸・

オオサワ J IlljJ流・同下流・久種湖南湖畔などであって，多くは附近に分布する第三紀層を

貫ぬき，または第四紀層におおわれて，産状は明らかにで、きないが，召国では，柱状節理

が発達し，メシクニ層をおおう熔岩流として観察される。

肉眼的には，期色轍密な岩石であって， A~~玄武岩よりも細粒であるの

鏡下の観察によると，わずかに科長石・普通輝石の斑品をもっ玄武岩質構造の岩石で，

A型玄武岩とは，斑品の量が少ないか，部分によっては，全然存在しないことによって，

区別される。

斑品の斜長イ iは， t~j杉，径 1~1.5mm の結品

で，果借構造がし、ちじるしく，中心部で An 75

d，周縁部で An 54;'~ を示す。斑品の普通輝石

は l" j lf九径 0.5~1 mm の結品で， CZ ニ 43~45° ，

(+)2V=46~48° をしめすc 科長イ I· 普通輝石

ともに紫斑品をつくることはないの

石基には，長柱状科長石が長任 0.5 m111 にも

j圭し， An58 ，C::;をしめし， f;けたの片 j邑 t軍イ iが任

第 34 図 B~~玄武京、の顕微鏡写 0.3 111111 におよび，まれ L こ古~，~i附イ iがみられると

x2 ,), H ニコノレ これらによって ':'6基は nUN惜j左をなしているコ

この岩イ iは， しばいよ 2 次変化をうけ，斑品の{j ;:j長石は，部分的に民間支出鉱物化作J1 j を

うけており， 日通時石は，ぅ己/f':に Ui尼石に|苛 J11 されている。また，行主も炭酸 j主化。保 iJ己

:fi化(乍用をうけ， fI0.3mm ていどの石英のプールをつくっている c
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III.2.5.9 礼文岳層群中の効岩質安山岩

礼文岳層群中には多量に火山砕屑岩を伴い，とくに内路層および礼文岳層は，ほとんど

集塊宥および熔岩流によって構成されている。内路層・干し文岳層はほとんど類似した岩相

であるが， しいていえば，内路層は扮岩質であり，礼文岳層は安山岩質である小以下両岩

質の違いを若干記載する行

肉眼的に，扮岩は目白色粗粒の岩石であって，ま l長石の大きい斑品を多量にもち，風化に

よる王ねぎ構造がし、ちじるしいっ安山岩は帯椋暗色で紙密，玉ねぎ構造は前者ほど著しく

なく，板状直↑]理が顕著であるつ

鈍トーの観察によると，次のとうりである。扮岩は斑品が石広ーと同量または£X l品の方が多

量の J似た構造をもっ。

斑品には，科長イ普通怖イ iがあり，科長石は O.8mmxlmm の短柱状結 d-h で， An60

~63% ，筒 Iれな累付;;構造をもっか，あるいは全然思イ口構造をしめさず，使雑な双 till をなすの

背通輝行は伐 O.5mm の ['1)[ ヲ結 1111 で， CZ=64~6T ， (+)2V=52~53コをしめすっ

riA却土Ji111t司構j古ないしはピロタキシデック構j告をとる ctjj占の科長イ iは，~云任 O.lmm の

先:i問状品川Ji で，寄木状の集合体をなし，部分によっては )jjtrJ'I!t をもって，相i白I!a質構j古をし

めすn 普通tti!イ iは， f王 O.05~O.1 mm の粒状結iill である F 磁鉄拡は*!JJかく多量に点在するつ

安IlllfTでは ， Ix]‘!日1 がすくない斑状構造がみられ， £Jl r\hには，科長行 向イ iからなる(斑

品の科長イ iは長任 lmm の);~杭~)品九日l で， An80~85o;; をしめすれ庁 j岳、隣iii は同 O.5mm

ていどの!と i 形結品で， CZ=45 , (+)2V 二 50~54~ をしめすC

石);~はハイアロピリテいノク i持jE をとり， ガラス貨物質が全量のおを占めるの イイぷの~~:↓

長:{iは長i 主 O.2mm の知nH:IK品川

第 35 図 礼交岳層群中の均百質岩の

顕微鏡写真 x20，付ニコ Fレ

第 36 図 礼支m-層群中の安山岩質岩

の顕微鏡写真 x20，付ニコル
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III.2.5.10 香深岩相中の安山岩

この岩石は，南部の新第三紀層 ItT ，香深岩相を形成する集塊岩の角喋および同層に介在

する熔岩流として存在する。なお，この岩石は香深岩相のほぼ下部に位置し， J: 部は日 IJI% 己

の複輝石安山岩となっているの外観は，鯛色徹密の岩石であって，斜長石のIl E品がめだっ。

鏡下の観察によると，て手封 l 品質 III 状構造をもっ合角閃 li 紫蘇輝石普通輝行安山岩である。

斑品には，斜長石>紫蘇輝石〉青通輝行>角閃イ jである。斜長石は，臼形または半白形

の結晶で，大なるものは 3.0 m mx1.8mm に達するが，一般に径 0.7mm で，新鮮なもの

が多く， An63-95 タ，輝 μ ・磁鉄鉱の包含物をもっ。紫蘇輝石は長径 0.1-0.2mm の長

柱状結品で，付 2V=6P をしめし，新鮮なものが多い。 普通輝 1- iは白形または他形，最

大のものは1. 0mmxO.7mm の結品で， 一般

に緑泥石化しているが，まれに新鮮なものがあ

る c 新鮮なものでは ， C2=44° ， 件)2V=54° を

しめす。角間正 iは，長径 1- 1. 5mm で，茶褐色

から灰黄色までの多色性をしめし， C2=6° ，付

2V=75° の褐色角閃石であって，結品の周縁は

黒色変質物で囲まれている。

石基は， 0.2mm以トの短冊状科長行・輝石

の微品・一部椋泥石化したガラス質物質・多量 第 37 図 呑深岩層中の安山岩の顕微

の磁鉄鉱によって，ハイアロピリテック構造を 鏡写真 x20 ，付ニコノレ

示し，一部では填間構造に近い構造をしめす。

IV 地質構造

礼文品の骨格を形成している下部白望紀の礼文層群は，ほぼ南北性の 1 向斜構造をとっ

ているのこの向斜構造は西翼の方がより下部の地層を露出する不均当向斜であるが，東西

両翼の傾斜角度はあまりかわらない。東海岸の沖には，おそらくアナマ層以下のド位層が

分布するのであろう。新第三紀層は後期に一度は全島を不整合におおうのであるが，島の

中央一部は早く削剥されて，断片的に新第三紀の基底磯岩が残されているにすぎなし、。し

たがって，現況からみれば，新第三紀層は島の南.北両側に分れて分布しているようにみえ

る。

南部地域の新第三紀の基底層は元地層であって，産出化石から築別階に対比される。こ

の上に増幌階を欠除して，稚内階基底部のメシクニ層の香深岩層が不整合にのってくる。
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この元地層とメシクニ層との関係は，直接みることができないが，元地層が，はぼ西傾斜

であるに反して，その上の香深岩層の集塊岩層が，向斜構造をとっているようにみえるの

で，この間の不整合を推定する 1 つの資料になる。この南部のメシクニ層および浜中層は

尺忍，生lJ床を結ぶ N20E 方向を軸とする 1 向斜構造をとるものと推定されるが，現在は

この向斜軸は断層によってあらわされている。元地層の基底部の喋岩層は，香深井川の流

域にあちらこちらと走向傾斜をかえながらかなり広い範囲に露出している。これは，元地

層堆積当時の主主盤の形の不均等と変動によるものであろうの

礼丈島北部で、は元地層を欠いて，稚内階最下部のメシクニ層が，直接下部白空系を不整

合におおうのその構造は，オソナイ ) II にそった 1 向斜構造とオオサワ川上流地域にみられ

る北に傾斜した 1 つの半ドーム構造によってあらわされているの浜lドから江戸犀にし、たる

浜中層に，多少背斜，向斜ににた構造を推定することもできるが，玄武岩貫入の余波をう

けた結果の乱れであろうの

断層型式については，中央部は，ほぽ，東西性，北に|白]って漸次 NW性の角度の小さい

ものが支配してくるのまた一方， I有に向つては NE 性となり，これも南に行くにつれて，

角度の小さいものが支配的になってゆく傾向があるのすなわち，東方のどこかに中心があ

って，これに向って放射状の断層が発達しているような恰好になっている。この断層は，

もちろん新第三紀層堆積後の発生であって，それ以前の白望紀層の中だけのものは，あま

り大規模のものはなく， N1O~30E 方向の断層が所々みとめられるに過ぎない。礼文島の

現況を決定している断層は，すべて稚内層堆積後のものであるつ

V 礼文層群の地質学的諸問題

礼文層群は今回の調査によって，中生代トゐ部(]望紀に属し，北海道におし、ては，いわゆ

る空知層群の上部を占める主夕張階に対比されることが明らかになったの北海道に発達す

る空知層群は下部を III 部， J:部を主夕張と 2 分するが，扮岩や支山岩の活動が比較的多い

のは上部の主夕張にはいってからである。しかしながら，この礼文層群にみられるような

膨大な厚さの火III砕屑有層は，他に類をみないのこのために礼文層群は，樺太のへトナイ

世の竜ヶ瀬層群に対比されたこともあったのである。

南樺太におし、て，従来未詳III生層として，亜庭統といわれているものが存在する。南北

*樺太の境界に近い中央部のmC~)JII Jl II↓I流で‘古村豊文によって記載された無意加層，中知床

*吉村豊文(1938)・・…・南樺太ムイカ沢地方の地質 地質学雑 40 巻 554 号
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* ~iド<

半島部で!思f旦2沢

出 7升井1干:統としたもの，これらはすべて亜庭統とよばれるものの中に合まれるの

欠十1{ J曹は黒色粘板岩，畑粒砂官， If少賀工{岩からなり，石氏質問l鬼を合む，無;'~:JJI J}吾は未

変質の砂有，砂質fr右でチャートを合むわまた小田井統は砂岩， Jl宕の互!曽で下部に礁岩

)習をもっている σ これらは樺太において，蝦夷層n-rとされている地層とは官質的に異なっ

ており，空矢II層群の一部に属するものであるだろうが，化イ iの産出がないので層準はたし

かでないn これらの諸層は，北海道で空知統といわれているものと岩層[内には，ょくにた

ところがあるが，礼文層群のように1ぐ III宥質，扮岩買の火山砕屑岩を大量にもっているも

のとはかなり異なっているわ市樺太の中生層で火山岩質のものは，松木達郎が相川中流地

域のJ由質報告で下部川北層群としたもののド古IIに安山右買の轍密な緑色砂宕の記載がある

が，これは，おそらく蝦夷層群の古ワに属するもので同準的には礼文層群よりは上位のも

のである。

***北樺太で、は 1960 年I. I. RATNOVSKY が， シュミット半島の地質報告で Inoceram~(s

concentricus を合む上部 Albian の地層の下に，下部噴出物層として緑灰色の制約:凝灰質砂

岩を含むり品質 H岩層を J己載しているの木層 rp には，凝灰質角際岩や Tu 伍te がはさまれ，

安山岩質扮岩や安山岩の噴 H\ 物の破)I-が多量に含まれているといわれるのこの記載からす

れば，岩層的には，これが a番礼文層群に近い。また層序的にも ， Inoceramusconcentricus

を合む地層の下{Il:に不整合にあるとすれば，空知統の上部層の上に下部蝦夷層群を欠いて，

巾部蝦夷層群の Albian のものがのってくることになり， ~I:) 央蝦夷層群基底の不整合を，

ここにもみることができそうであるの この下部噴出物層は 950~1 ， 000 ill の厚さと算定さ

れ，蛇紋岩の貫入をうけていると記されていることも，空知層準とするにオ屑するもので

はない。この中部蝦夷層群の上位に Helcion gigantea を含む上部噴出物層があるといわ

れているが，これがおそらく竜ケ瀬層群に対比されるものであろう。

さて，このような火山砕屑岩質の礼文層群とやや類似性をもっ上部空矢 II統が，樺戸山地

****の従来樺戸古坐層といわれていた地層の 'I' に存在する。この地層は 1958 年垣見・植村の両

者によって調査され，従来隈根尻層とよばれてきたものを岩相上から，中小屋川層，札比

内川層，浦日山層，共有地沢層，限恨尻山)晋，惣地川層，神居尻山層，別村政!冒の 8 層に

*黒沢 守(1 939) ……南樺太中知床可 iるの地質 矢部教授 60 年誕生記念論支集

林 田上政敏 (1940) ・・…・美田炭田附近の地質調査 樺太鉱業会誕 11 巻 1 号

料* RATNOVSKY. I.I(1960) 北樺シュミット半島の地質(小岩井隆氏訳文による)

料料垣見俊弘・植村 武(1 958) ・・…・月形図幅 地質調査所
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わけたσ これらの分布は隈根尻山を中心とする東部山塊(中小岸)11層一神居尻山層)と別

狩獄を中心とする西部山塊(男IJ狩獄層)にわけられる。この両山塊のものは，それぞれ変

質の度合も異なり，また構造的にも，前者を構成する地層の大部分がほぼ北東一南西方向

をとるに反して，後者は北西一南東方向をとる。ただし垣見・植村も，この両山塊のもの

の地質時代を相互関係も明確でないと記しているが，注意しなければならないのは，その

中で，これらの地層は従来いわれていた日高古生層との類似性よりもむしろ，道南地帯の

*古期岩類に類似しているとのべていることである。 1960 年橋本亘は，これらの地域を調査

して，前J己，垣見・植村の層序を吟味し，惣富地川層を最下位におき，この上に不整合に
*本

神居尻山層をおいたのこの神居尻山層の喋岩中の石灰岩礁から Nankinella sp. Schuber-

lellasp. Schwagerina sp. など発見し，北海道における時代未詳 I!r 生層中の喋から古魚

代化石を発見した第 2 番目のものとなった。神居尻山層の上には金渓橋層があり，これと

隈恨尻山層とは全体として同時異相的である。この上に共有地沢層，浦日山層と重なり，

共有地沢層からは Inoceramus の陵柱層を産出しているの札比内層と中小原層については

まだその屑準決定の資料に乏しく，どの地層の同時異層かどうかも決定しかねるとのベて

L 、るの

さて，この|技根民層群といわれてきた地層の岩相についてのべてみると，その最下部と

された惣富地川層は大部分が黒色粘板岩で剥理性にとみ，砂岩と薄主層しまれに凝灰岩

をはさんでいる n これはすでにのべたように，構造的にも，他の地層と切離して考えるの

が当然で，狭義の隈根尻層群を再定義するときには，これを除外するのが適当であるのそ

うすると，狭義の隈根尻層群の基底部である神居見山層は砂岩， ~柴若，粘 j加古 Aの7l層で，

粘板岩片を円時機として含有し ， Nankinella や Schwageri 仰を含む石灰岩塊を礁として

保有しているわ限根尻 III 層は輝緑凝灰岩，集塊岩，珪質岩，輝緑岩岩床を主体とする火山

砕屑岩層で，集岩塊は安山岩質または扮岩質であるの共有地沢層は黒色粘板岩を主休とし，

砂岩やチャート様珪質凝灰岩と薄互層する，この中から Inoceramus の稜杭層が発見され

たことはすで、にのべたとうりであるの

浦日山層は輝結凝灰岩と白質緑色砂岩および藍黒色粘板岩のリズミカル細互層よりな

り，輝緑岩質ないし扮岩質の集塊岩，熔岩，岩脈，岩床を多量に含んでいる η このように，

*橋本 五(1960) .…・・北海道の下部蝦層群以前の地層に関する諸問題，半沢教授記念論

文集

枠橋本 買外 3 (1960)……北海道石狩国樺戸山地より紡錘虫化石の発見，地質学雑 66

巻 776 号
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安山岩質あるいわ扮岩質の火III活動を伴なった堆積岩層は，礼文層群の各岩層とひじよう

に類似しているわただし，現在，この両地域を結ぶ鍵は時代と岩層以外にはなく，両者の

間は海を距てて，南北約 250km をへだてているの隈根尻層群に関しては，まだ調査の余

地があり，今後さらに研究を要するのであるが，道南は北上山地の北方延長と解され，そ

の道南の古期岩類とよくにた隈根尻層群が，さらに礼文層群の岩本自の類似性をもつことは，

まことに興味深いものがある。

VI 応用地質

本島の鉱産資源には，みるべきものはない。情報地としては，元地附近の石炭が産炭地

として挙げられていたことがある。石炭は，かつて桃岩より元地へ下る道路傍に炭層が発

見され，少し坑道を掘ったと{云えられてし・る。昭和 26 年筆者の 1 人長尾は，この情報地

を視察したことがあるが，当時，すでにその場所には道路の石垣が積まれて，坑道はみる

ことができなかったわ当時の情報を集めてみると，炭層はレンズ状のもので厚さ 20cm 内

外，その一部は役場に保存してあった。そのF付近の地層は凝灰質の砂岩，頁岩の互層で，

走向 N 20~30° E，傾斜北に 20~30° で，植物化石の破パーと炭片が散在し，元地層の比較的

上部に当る部分である。炭質，炭量ともに稼行に棋えるようなものでわないの

そのほか，東海岸内路附近に白璃瑠を産する。産状は内路川あるいわその海岸に円礁と

して散在しているの原産は内路層の集塊岩や角喋岩の空隙を埋めて存在している。この種

の璃瑠は香深の集塊岩層の中の空隙にも存在する。どれも量としてはあまり大したもので

はない。採石は東海岸の内路層を貫ぬく内緑岩質扮岩や粗粒玄武岩は道路用割石として利

用されているのそのほか， A , B 両型の玄武岩，各種の安山岩も利用が可能である。

VII 礼文島先史時代の遺跡について

干し文島にはいままで旧石器時代の遺物は知られていない。洪積世末期のヴ、ルム氷期時代

には，礼丈島も北海道の一部としてシベリヤ大陪とも地続きであったのであろうが，その

遺跡は残されていない。最も古いものは新石器時代中期のものといわれている。この時代

では地理的条件は現在と大差なく，本島の文化は北海道先史文化の一環を形成している。

現在遺物が発見されるのは，次のような場所である。

知床学校の下の JII 附近の畑。尺忍部落附近。香深周辺。香深井が最も豊富で川にそった

火葬場の近くの左側の台地に多い。起登臼川。内路川の海岸近く。上泊学校の丘陵地附近

は石鉱，土器が多し、。高山の台地。船泊の海岸の砂浜。神崎大沢川の砂丘中に人骨，穴居
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跡あり，土器を伴って産するの

これらの遺跡からの出士品は，干し文島香深の病院長堀江信吉医|専が多数集めておられる。

その土器，1i簸，人骨，骨器等一部を次にしめす。

第 38 図 堀江病院長所蔵の骨器 第 39 図 堀江病院長所蔵の石器

第 41 図 刷江病院長所蔵の動物骨格

第 40 図堀江院長所臓の石斧類 一般に北海道の北部系文化を代表する土器

としては，北筒式土器，前北式土器，後北式

土器の A. B.C の各型，擦文式土器，亀同点

士器などがある。 ~β ，伸太系土器としては，

オーツク式土器がみられる。また，道南系の

土器としては円筒式土器，野 l幌式土器，亀岡

式士器などがあり，時代的にみると，北筒式

と円筒式は新石器時代中期に属し， fiij 北式は

後期以後，野 l幌式(船泊上層式)は後期に，

亀岡式は晩期，オホーツク式は主として鉄石

第 42 図掘江病院長所蔵の石器類 併用時代，後北式もまた鉄石併用時代，擦文式

は鉄石併用 R!j' 代ないし鉄器時代に及ぶといわれている。このような観点から礼文島の先史

文化をみると，次のような先史文化の推移が物語られている。すなわち，新石器時代の It J
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期に道北系と道南系の両省がみとめられ，向後期までがiし、ているが，道北系の前北式土器

には樺太との文化的交流がみとめられる【ついで、道南の亀I，'司式丈化が，そして続いて道北

の後北式文化がはいってきている。下って 4~5世紀頃には，樺太からオホーツク式土器

文化をもった民族が大挙して利札地区と木道北東部に南下してきたっオホーヅク式土器を

使川した民朕はその後， ;4-.:島系アイヌのため滅ぼされてしまった。その遺跡からは美事な

骨角器が多量に発見され，とくに動物の彫刻をした骨角器や，マッコウクジラの牙の女神

像などは学会に有名であるつ新岡武彦氏の最近の研究によれば，香深や船泊などのチャシ

(城til:)の大部分はオホーツク式土器を出土するといわれている。 IT戸時代にはいっても

アイヌ文化の遺跡が各所に在って，香深井には，礼文アイヌと増毛アイヌが戦ったと伝え

られる遺跡が残っている。要するに礼文島は道北文化の圏内にあったとはいえ，ときには

道南文化ゃあるいわ樺太文化の強い影響や侵入をうけながら歴史時代にし、たったものとい

われている。
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TamotsuOmori

(GeologicalSurveyofHokkaidδ 〉

Resume

RebunIslandisafamousnaturalparkdesignatedbytheHokkaidδ

government. ItissituatedintheJapanSeaatabout49kmwestof

Wakkanai, thenorthernmostportofHokkaidδ. ExceptforRebun-dake

(490m) , mountainsoftheislandaregenerally low, being200to300m

abovesealevel.Theeastsideofthe islandisgentlyslopingdown

tothecoast, whereasthewestsidehassteepslopeswhichendin

precipitouscliffs. Twostepsofcoastalterracesarefoundontheeast

coast, butnosuchterracesoccuronthewestcoast.

ThebasementoftheislandiscomposedoftheRebungroup, one

ofthelittle-knownMesozoicformationsin Hokkaidδ. Thethickness

oftheRebungroupisestimatedat 2,500 m. The group, consisting

chieflyofpyroclasticsediments, wasoncecorrelatedwiththeHeto ・

naianRyugasegroupbythelithologiccharacter, buttherecentdiscｭ

overyofsuchfossilsasammonites, plants , hydrozoans, coralsandbryｭ

ozoanssuggeststheLowerCretaceousage , sotheRebungroupisnow

assIgnedtotheShuyubaristageoftheupperSorachiseries.

TheRebungroupisdivided, indescendingorder, intotheRebun-
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dakeformation(500m十)， theNairoformation(600m) , theAnama

formation(400m) , theUpperUennaiformation(400m) , theLower

Uennaiformation(400m)andtheJizoiwaformation(150m+).

TheJizoiwaformationisanalternationofdark-brownagglomeratic

tu 任， siliceousgreentu 百， tuffbreccia, clayslateandgraywacke.Thetu 旺

isandesiticorporphyritic.Fromagreentu 百aceous sandstonebelongiｭ

ngtothisformation , AkibaandOmoricollectedsomeammoniteswhiｭ

chareidentifiedasCrioceras?sp.andPulchellia? sp ・. Thesefossils

suggestthatthe Jizoiwa formation is stratigraphically closer to

Barremien.

TheLowerUennaiformation , conformablyoverlyingtheJizoiwa

formation , is analternationofbreccia-agglomerate, agglomeratictu 旺

andgreenhardtuff. Pyroclasticrocksaremorepredominantthan

intheJizoiwaformation.

TheUpperUennaiformationisconformablewiththeLowerUennai

formationanditslithologyscarcelydi 旺ers fromthelatter; theonly

di 百erence isthatthecementingmaterialiscalcareous , locallyhaving

analmostlimestone-likeappearance. Fromthiscalcareouscemeting

materialthefollowingmicro-fossilshavebeencollectedintherecent

survey:

Stromatomor ρha rebunensis HASHIMOTO& NAGAO(MS)

sρ ongiomo~ ρha asiatica YADEandSUGIYAMA

Poly ρhylloceris? sp. (dr.iwatensis EGUCHI)

Thamnasteriasp. Stylinasp. Pracocoeniasp.

Latomeandra?sp. Lithocodiumsp.

Ofthesefossils , S.ρongiomo~ρhααsiatica isknownintheTorinosu

limestone.Stromatomo ゆha rebunensisisanewspecies, butisa伍ed to

Stro. yokoyamaiwhichoccursalsointheTorinosulimestone. Hence,

thesespeciesarenotcontradictorytotheBarremienagesuggestedby

ammonites.

TheAnamaformationrestsconformablyontheUpperUennai

formation. Itsbasalpartisanalternationofgreenish-graytu 旺aceous

sandstone, siltstoneandshale, andthemainbodyconsistsoftu 百 bre­

cciaalternatingwithagglomeratictu 百. AscomparedwiththeLower
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andUpperUennaiformations , theAnamaformationischaracterized

byagreenishtint. Fromthisformationtherecentsurveyhasdiscoｭ

veredaplant fossil , supposedlyZamio ρhyllum buccianumwhichisa

LowerCretaceousWealdenspecies. Upwardfromtheroughlycentral

horizonwhichyieldedtheabove-mentionedfossi l, theformationgraｭ

duallyincreasesinyellowish-greentu 百 and breccia.

TheNairoformation , conformablyoverlyingtheAnamaformation ,
consistsofdark-greenordark-brown tu 百， agglomerateandbreecia.

Theagglomerateshowsacharacteristiconionstructure. TheNairo

formationisdistributedinbothlimbsofthesynclinalstructureofthe

wholeRebungroup, andisexposedontheeastandwestcoasts. It

isconformablyoverlainbytheRebundakeformation.

The Rebundakeformation constitutestheaxialportionofthe

synclineandisdistributedinland. Inlithologythisformationdiffers

littlefromtheNairoformationbutisgenerallyporphyriticascompared

withthelatterwhichisandesitic. Itisdistinguishedalsobythe

sandstoneintercalations.

Thus , theRebungroupisthepyroclasticsedimentsasthickas

2,500 m.Onthebasisoffossils , thegroupisassignedtotheLower

CretaceousageandiscorrelatedwiththeShuyubaristageoftheupper

Sorachiseries.

TheNeogene system, unconformablyrestingontheabove-menｭ

tionedolderrocks, isdistributedinthenorthernandsouthernareas

oftheisland. Ithasbeenknownthatthelithologiccharacterofthe

Neogenesystem di 百ers betweenthenorthernareaandthesouthern

area. Thisfact , alongwiththeproblemofgreen tu 百aceous rocks

whicharedistributedonlyinthesouthernarea, furnishesanimporｭ

tantkeytoclarifythetectonicmovementofRebunIslandduringthe

Neogeneperiod.

TheNeogenesystemisdivided, inascendingorder, intotheMotochi

formation(200m) , theMeshikuniformation(200-300m) , andtheHaｭ

manakaformation(250m).TheMotochiformationhasitstypelocality

inthevicinityofMotochiinthesouthernarea. Itconsistsofan

alternationofgrayish-greentu 妊aceous sandstone, shaleandconglome-
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rate. Onaccountofremarkabledevelopmentofthegreentuffaceous

sandstone, the formation was generallycalled “ green tu百" The

formation is locally agglomeratic. In an alternation of ash-white

tu 百aceous sandstone andblackshaleneartheupperpart, lenticular

coalseamsarelocallyintercalated, andfragmentsofplantfossilsare

concentratednearthishorizon. AstheoutcropnearMotochiyields

Jαρ elion sp. and Nゆtunea oomuraiOtsuka, theMotochiformationis

assignedtotheChikubetsustage. Thisformationdoesnotoccurin

thenorthernareawheretheNeogenesystembeginswiththeMeshikuni

formationtobementionedbelow.

TheMeshikuniformationunconformablycoverstheRebungroup

andformsonesynclineandoneanticline.Itconsistsofalternating

tuffaceoussandstone , shaleandgravellysandstone: inthenorthern

areathealternationbeginswithconglomerate.InthevicinityofFunaｭ

domari , theformateonyieldsGlycymeris, Ostrea, etc. , soitmaycorresｭ

pondtothe Tδgeshita horizoninthelowerpartofthe Wakkanai

stage. Inthesouthernarea, adirectrelationbetweentheMeshikuni

formationandtheMotochiformationcannotbeobserved, buttheir

relationissupposedlyunconformable. TheMeshikuniformationin

thesouthernareaconsistschieflyofandesiticagglomerate, agglomeｭ

raticsandstoneandconglomerate. Itslithologydoesnotagreewith

theMeshikuniformationofthenorthernarea , butitsstratigraphic

sepuenceandfossilssuggestthesamehorizonasthelatter. Onthe

eastcoasttheformationconsistsalmostentirelyofagglomerate , but

towardsouthitgraduallyincreasesinsandstoneandconglomerate, and

neartheShiretokoCapeatthesoutherntipoftheislanditbecomes

analternatio.nofremarkablycross-beddedconglomerateandsandstone.

TheHamanakaformationistheso-calledhardshale. Itconformaｭ

blyoverliesandgradesintothe 乱1eshikuni formation , andiscorrelated

withthemainpartoftheWakkanaiformation. Thisconformable

andtransitionalrelationwiththe Meshikuniformationisnoticedin

bothnorthernandsouthernareas, inspiteofthe latter 〆s lithologic

differencebetweenthetwoareas.

TheKusukoformationisdistributedlimitedlyonthewestshore
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ofLakeKusu. Consistingofpumiceoussandstoneandtuffaceous

sandstone, theformationisalmosthorizontallystratified.Itsageranges

probablyfromTertiarytoQuaternary.

Diluviumconstitutestwostepsofcoastalterraces; thehigher

terracesare40-60m andtheloweronesare10-20m abovesealevel.

Alluviumcomprisesfluvialdepositsofthepresentriversandbeach

sands.

Igneousrocksareas follows , fromoldertoyounger: Dioritic

porphyriteoccursasdikesandsheetsintrudingtheNairoandRebunｭ

dakeformationsoftheRebungroup. Itisfrequentlyexposedonthe

eastcoastbetweenNairoand Kabuka. Occurringalsoasdikesand

sheets, doleriteisfoundtointrudetheNairoformationontheeast

shoreofLakeKusu; itiscoveredbythebasalconglomerateof

theNeogeneMeshikuniformation. Besidesthese, thereareastock

(Momo ・iwa) ofaugiteporphyriteintrudingtheMotochiformationin

thesouthernarea, anddikesofaugite-hyperstheneandesiteandandeｭ

siteintrudingtheMotochiformationandtheagglomerateoftheKabuka

faciesoftheMeshikuni formation. Inthenorthern area, augite

andesiteintrudingtheMeshikuni formation , andA-type andB-type

basaltsintrudingtheMeshikuniandHamanakaformationsarefound.

A-typebasaltconstitutingTodoIsland0任 the SukotauCapeshows

beautifulcolumnarjoints. Itcontainsxenolithsofhardshaleofthe

Hamanakaformation.

Asmineralresources , lenticularcoalseamsintheMotochiformation

nearMomo-iwa and white agatefillingthecavitiesofthe Nairo

formationnearNairoontheeastcoastareknown , buttheireconomic

valueissmallduetopoorreserves. A largenumberofarcheological

articles , suchasstoneimplements , stonearrow-heads , earthenwareand

boneware, ranginginagefromthemiddle Neolithiceratothe Edo

period, havebeenunearthed.
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